
仁淀川町ホームページアドレス�
http://www.town.niyodogawa.kochi.jp/

仁 淀 川 町 広 報 �
平成17（2005）年�

�
 № 4
11月号�

�

主な内容 
 

教育長あいさつ  ………………………2�
100歳おめでとう  ………………………3�
集落見聞録 －戸立－    ………………４�
町議会議員・農業委員選挙のお知らせ…12

　１０月２３日、仁淀川町消防団（定員３１５人）結団式が２００人

の団員と消防関係者、町長や町議会議長らが参加して吾川

中学校グラウンドで開催されました。�

　式では町長から藤原清一団長へ団旗の授与、町長あいさ

つ、団長訓示などの後、服装点検と機械器具の点検、分列行

進が行われました。続いて寺村旧国道下の河原へ移動して、

一斉放水、再びグラウンドに戻り万歳三唱で終了しました。（消

防団の組織図などは次号でお知らせします）�
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皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
平

成
十
七
年
十
月
三
日
付
で
仁
淀
川

町
教
育
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し

た
大
野
敏
光
と
申
し
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
八
月
生
ま
れ

で
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
旧
吾

川
村
役
場
職
員
に
採
用
さ
れ
て
以

来
、
本
年
で
二
十
九
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

特
に
、
こ
の
五
年
間
ほ
ど
は
総

務
課
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

合
併
問
題
に
か
か
わ
る
業
務
に
携

わ
り
ま
し
た
。

私
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
五
十

年
と
ち
ょ
う
ど
同
時
期
で
も
あ
っ

た
、
高
度
経
済
成
長
と
い
わ
れ
た

時
代
は
過
ぎ
、
社
会
が
成
熟
し
て

く
る
と
と
も
に
そ
の
構
造
の
ひ
ず

み
や
、
財
政
危
機
、
世
界
規
模
の

環
境
問
題
な
ど
、
時
代
は
ま
さ
に

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
過
疎

と
高
齢
化
は
一
段
と
進
み
、
効
率

的
な
行
財
政
を
営
む
上
で
、
や
む

な
く
合
併
の
道
を
選
択
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
を
背

景
と
し
、
さ
ら
な
る
激
動
の
時
代

を
、
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
生

き
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
先
行
き
は
決
し
て
明
る
い
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、不
透
明
で
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
が
続
く
と

考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
教
育
長
と

し
て
教
育
行
政
全
般
の
仕
事
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
は
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
に
身
が
震
え
る
思
い

が
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
社
会
に
適
応
し
な
が
ら
生

き
抜
い
て
行
く
た
め
の
基
礎
的
な

力
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
し

っ
か
り
と
判
断
し
、
問
題
を
解
決

し
て
い
く
力
、ま
た
人
間
と
し
て
、

他
人
を
思
い
や
り
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
体
力
を
養
う
、
い

わ
ゆ
る
「
生
き
る
力
」
を
培
う
教

育
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

新
し
い
仁
淀
川
町
は
、
約
三
百

三
十
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南

北
に
約
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

大
変
広
い
町
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
直
後
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
、
教
育
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
町
内
で
地
域
間

の
交
流
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
大
き
な
一
体
感
を
産
み
、
そ

れ
が
地
域
づ
く
り
の
力
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
合
併
に
よ
り

生
じ
た
課
題
や
懸
念
を
早
急
に
解

決
し
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
生
か
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

特
に
仁
淀
川
町
に
お
い
て
は
、

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

産
業
構
造
の
変
化
と
と
も
に
衰
退

し
つ
つ
も
、
営
々
と
し
て
築
か
れ

て
き
た
地
域
文
化
や
伝
統
が
多
く

あ
り
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
揺
る
ぎ

な
い
教
育
環
境
を
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
と
も
思
い
ま

す
。私

の
性
格
で
も
あ
り
ま
す
が
、

俊
足
で
一
気
に
ゴ
ー
ル
に
近
づ
く

こ
と
は
不
可
能
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
じ
っ
く
り
考
え
な
が
ら
状
況

を
よ
く
理
解
し
、
遠
回
り
を
し
て

で
も
少
し
ず
つ
、
し
か
も
間
違
い

な
く
目
標
に
近
づ
い
て
行
く
よ
う

な
考
え
方
を
持
ち
、
毎
日
の
業
務

を
遂
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
全
力
で
教
育
行
政
に
取

り
組
み
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大野　敏光教育長

九
月
二
十
日
付

参
事
兼
総
務
課
長
　
下
方
　
伸
三

九
月
二
十
九
日
付
退
職

企
画
課
長
　
大
野
　
敏
光

十
月
一
日
付

（

）
内
は
旧
所
属

企
画
課
長

片
岡
　
廣
秋

（
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
）

産
業
建
設
課
課
長
補
佐
　

藤
村
　
信
介

（
仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

課
長
補
佐
）

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
保
健

係
長
　

古
味
　
仁
志

（
仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

福
祉
係
長
）

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉

係
長
　

古
味
　
　
実

（
仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

保
健
係
長
）

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
主
幹

大
原
　
三
鈴

（
仁
淀
教
育
事
務
所
主
幹
）

役
場
人
事
異
動
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大
野
利
惠
さ
ん
（
形
部

ぎ
ょ
う
ぶ
・
仁
淀

地
区
）
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
に

あ
た
り
、
十
月
十
二
日
に
藤
�
町

長
が
お
祝
い
に
自
宅
を
訪
れ
ま
し

た
。大

野
さ
ん
は
明
治
三
十
八
年
十

月
十
六
日
生
ま
れ
。
時
々
子
ど
も

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
そ
う
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
生
活
し
て

い
ま
す
。

と
て
も
お
元
気
そ
う
な
大
野
さ

ん
に
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

体
に
気
を
つ
け
て
、
長
寿
記
録
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
町
長
が
声

を
掛
け
、
総
理
大
臣
か
ら
の
賞
状

と
記
念
品
、
町
か
ら
の
長
寿
祝
い

金
を
贈
り
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
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九
月
二
十
五
日
、
別
枝
の
白
王

（
し
ら
お
う
）
神
社
で
都
太
鼓
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
屋
島
の
戦
い
に
敗
れ

た
平
家
一
門
は
阿
波
か
ら
土
佐
の

山
中
に
入
り
、
都
（
仁
淀
地
区
）

へ
落
ち
延
び
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
伝
授
さ
れ
た
の

が
「
太
鼓
踊
り
」
で
、
安
徳
天
皇

の
御
霊
を
奉
る
た
め
、
毎
年
旧
暦

の
八
月
二
十
二
日
に
皇
陵
塚
前
で

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
鼓
踊
り
は
別
名
「
都
踊
り
」

と
も
言
わ
れ
、
数
百
年
前
か
ら
絶

え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
も
地
区
内
外
か
ら
約
三

十
人
が
参
加
し
、
唄
と
太
鼓
に
合

わ
せ
て
優
美
な
踊
り
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

都
太
鼓
踊
り
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町
長
と
記
念
撮
影

長い歴史をもつ太鼓踊り

仁
淀
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

（
会
長
・
河
渕
喜
代
美
）
は
、
九

月
十
九
日
に
加
枝
班
十
七
人
、
大

崎
班
十
一
人
が
、
恒
例
の
「
社
会

奉
仕
の
日
」
の
奉
仕
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

加
枝
班
は
集
会
所
周
辺
の
除

草
・
清
掃
と
敬
老
会
の
料
理
作
り

を
、
大
崎
班
は
保
健
セ
ン
タ
ー
裏

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ｲ
ー
広
場
と
周
辺

の
除
草
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
が
奉
仕
作
業

@@@@@@@@e?
@@@@@@@@e?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?

@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?
@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?

@@@@@@@@
@@@@@@@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

?@@
?@@
?@@
?@@
?@@
?@@

?@@@@@@@@
?@@@@@@@@

?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@
?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@

@@g
@@g
@@g
@@g
@@g
@@g
@@@@@@@@
@@@@@@@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

大崎班 加枝班

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て

の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
目
標
と
し
て
、

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
の
第

三
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
世
界
人
権
宣
言
の
採
択

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
十
二
月

十
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

um
an

Rights
D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟

国
に
対
し
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
従
来
か
ら
関
係
機
関

な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
人
権
デ

ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間

（
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と

も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年

度
の
人
権
週
間
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
県
内
の
主
要
個
所
で
「
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
、
女
性

や
子
ど
も
、
高
齢
者
や
障
害
者
に

関
す
る
問
題
、
そ
の
他
嫌
が
ら
せ

な
ど
、
人
権
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
最
寄
り
の

「
相
談
窓
口
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た

の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す

か
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
見
守

り
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き

に
は
法
務
局
と
連
携
し
て
、
救
済

の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
と
る
と

と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
は
、
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

仁
淀
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

渡
邊
助
三
郎（
竹
ノ
谷
・
池
川
地
区
）

大
石
　
敏
明（
宗
津
・
吾
川
地
区
）

坂
本
　
直
子（
織
合
・
仁
淀
地
区
）

片
岡
　
健
二（
森
土
居
・
仁
淀
地
区
）
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集落見聞録�
      （第2回）�
　  
戸　立�
と� たて�

戸
立
集
落
（
仁
淀
地
区
）
は
、

仁
淀
総
合
支
所
か
ら
車
で
約
十

分
、
上
川
渡
か
ら
西
南
に
向
か
っ

て
紆
余
（
う
よ
）
曲
折
の
坂
道
を

約
二
n
登
っ
た
地
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
に
は
十
九
世
帯
、

人
口
百
十
二
人
で
あ
っ
た
集
落

も
、
十
月
一
日
現
在
で
は
十
二
世 集落全景

帯
、
人
口
二
十
五
人
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

戸
立
の
名
前
の
由
来

由
来
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、こ
こ
で
は
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
一

戸
立
の
元
祖
三
郎
左
衛
門
は
次

郎
兵
衛
と
も
言
い
、
峰
の
掛
水
次

郎
兵
衛
の
三
子
で
佃
家
を
継
ぎ
ま

し
た
が
、
気
性
が
極
め
て
荒
く
わ

が
ま
ま
で
し
た
。

掛
水
太
郎
左
衛
門
、
掛
水
次
郎

左
衛
門
二
人
の
兄
は
弟
の
三
郎
左

衛
門
を
大
い
に
憎
み
、
殺
害
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

計
画
を
お
供
の
武
士
の
一
人
が
察

知
し
て
、
三
郎
左
衛
門
へ
密
告
し

ま
し
た
。

身
の
危
険
を
感
じ
た
三
郎
左
衛

門
は
、あ
る
年
の
大
み
そ
か
の
夜
、

闇
に
乗
じ
て
家
族
ら
と
戸
立
へ
と

逃
れ
ま
し
た
。
仮
屋
で
風
が
吹
き

込
ん
で
け
む
い
の
で
「
戸
を
立
て

よ
」
と
言
っ
た
こ
と
が
地
名
と
な

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
二

安
徳
天
皇
が
中
宮
の
行
在
所
に

ご
滞
在
の
折
、
帝
都
へ
帰
ら
れ
る

こ
と
を
望
ま
れ
、
う
つ
う
つ
と
し

て
お
楽
し
み
も
な
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
西
方
の
川
渡
山

を
望
ま
れ
る
と
、
群
鳥
が
立
っ
て

雲
は
る
か
に
飛
ぶ
の
を
見
ら
れ
、

心
中
ま
す
ま
す
京
を
し
の
ば
れ

て
、
鳥
を
見
る
さ
え
う
ら
や
ま
し

い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
鳥
立
の
地

名
が
起
こ
り
、
後
世
な
ま
っ
て
戸

立
と
な
り
ま
し
た
。

か
げ
き
り
協
定

県
下
で
も
数
少
な
い
「
か
げ
き

り
協
定
」
の
あ
る
集
落
で
す
。

か
げ
き
り
協
定
と
は
、

・
集
落
内
で
農
地
を
守
る
こ
と
。

・
植
林
し
、
家
が
陰
に
な
ら
な
い

た
め
に
植
林
を
し
な
い
こ
と
。

・
植
林
し
た
場
合
に
は
、
切
ら
れ

て
も
文
句
は
言
え
な
い
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
昔
と
変
わ

ら
な
い
く
ら
い
の
農
地
な
ど
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

佃
昇
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た

「
約
十
五
年
前
ま
で
は
養
蚕
が

盛
ん
で
、
桑
畑
が
多
か
っ
た
け
ん

ど
そ
れ
を
や
め
て
茶
に
替
え
た
。

ゼ
ン
マ
イ
を
作
る
人
も
増
え
て
き

た
ね
え
。
私
は
茶
・
シ
シ
ト
ウ
・

ギ
ン
ナ
ン
・
米
ら
あ
を
作
り
ゆ

う
。
百
品
作
ら
ん
と
百
姓
じ
ゃ
な

い
」戸

立
に
も
太
鼓
踊
り
（
都
踊
り

と
も
言
う
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
で
は
こ
の
踊
り
が
で
き

る
の
も
佃
昇
さ
ん
、佃
直
賢
さ
ん
、

佃
福
松
さ
ん
の
三
人
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
後
継
者
が
お
ら
ん
の
が
寂
し

い
ね
え
。
ど
っ
こ
も
一
緒
で
は
あ

る
が
、
人
が
お
ら
ん
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
か
ん
ね
え
」
と
寂
し
げ
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

太
鼓
踊
り

集
落
に
は
栂
森

と
が
も
り
神
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
上
方
の
峰
に
大
山

大
神
宮
と
称
し
て
、
戸
立
を
開
い

た
元
祖
で
あ
る
佃
次
郎
兵
衛
の
霊

を
祭
っ
て
い
ま
す
。

次
郎
兵
衛
は
太
鼓
踊
り
を
戸
立

に
伝
え
た
人
で
「
七
日
精
進
を
し

て
踊
れ
ば
、
ひ
だ
り
い
目
（
空
腹
）

に
は
あ
わ
さ
ん
」
と
の
遺
言
に
よ

っ
て
、
古
く
か
ら
盆
の
十
四
日
と

旧
九
月
二
十
八
日
の
墓
前
祭
に

は
、
一
週
間
前
に
祠
の
周
り
に

五
・
五
r
の
注
連
（
し
め
）
を
張

り
巡
ら
し
、一
週
間
精
進
し
ま
す
。

こ
の
注
連
の
中
に
は
人
は
立
ち

入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。祭

日
に
は
、
佃
さ
ん
ら
が
古
式

豊
か
な
太
鼓
踊
り
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

佃　　昇さん

佃
さ
ん
の
奥
さ
ん
、
一
愛
さ
ん

小
豆
を
さ
や
か
ら
出
す
作
業
に
精

を
出
し
て
い
ま
し
た

栂森神社



こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
継
続
し
て
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
池
川
地
区
】

親
子
で
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た

十
月
九
日
、
須
崎
市
野
見
湾
で

毎
年
恒
例
の
「
親
子
で
釣
り
を
楽

し
も
う
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
親
子

約
二
十
人
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

イ
カ
ダ
で
釣
り

を
す
る
の
は
初
め

て
と
い
う
子
ど
も

た
ち
も
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
悪
戦
苦
闘
。

最
初
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
竿
さ
ば
き

も
だ
ん
だ
ん
と
慣

れ
て
「
も
う
、
五

匹
も
釣
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ア

ジ
ゴ
を
中
心
に
ウ

ル
メ
イ
ワ
シ
や
チ

ダ
イ
、
大
き
な
キ

ス
ゴ
な
ど
が
釣
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
大

満
足
。

【
仁
淀
地
区
】

星
ヶ
窪
ハ
イ
キ
ン
グ

十
月
九
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
約

三
百
人
が
参
加
し
て
星
ヶ
窪
ハ
イ

キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
○
×
ク
イ

ズ
や
紙
飛
行
機
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
と
し
が
初
め
て
の
試
み
の
紙

飛
行
機
大
会
で
は
、
中
田
英
明
君

の
最
長
距
離
十
九
・
六
r
が
新
記

録
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
体
験
教
室
で
は
竹
と
ん
ぼ
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★
地
域
教
育
だ
よ
り
★

★
地
域
教
育
だ
よ
り
★
�

★
地
域
教
育
だ
よ
り
★かずら細工教室 紙飛行機大会

教
室
、
か
ず
ら
細
工
教
室
、
い
り

も
ち
教
室
が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
堀
内
佳
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
一
圓
想
に
よ
る

太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
、
終
日
に
ぎ

や
か
な
歓
声
が
山
に
響
い
て
い
ま

し
た
。

【
吾
川
地
区
】

み
ん
な
が
、
一
人
一
人
よ
り
よ
い

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

〜
吾
川
中
学
校
学
校
づ
く
り

懇
談
会
〜

平
成
十
七
年
十
月
四
日
、
第

二
回
学
校
づ
く
り
懇
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
、
よ
り
よ
い
学
校
生

活
、
楽
し
く
意
欲
的
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
地
域
・
家

庭
・
学
校
の
懇
談
会
を
年
三
回

程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
取
り
組
み
は
、
高
知
県
下
の

各
小
中
高
等
学
校
で
も
活
発
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
林
学
校
長
が
あ
い
さ
つ
、

自
己
紹
介
が
さ
れ
た
後
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

第
一
回
学
校
づ
く
り
懇
談
会

の
内
容
と
、
そ
れ
以
降
の
取
り

組
み
状
況
の
説
明
や
各
学
年
か

ら
学
級
の
現
状
報
告
が
さ
れ
、

地
域
・
保
護
者
の
方
々
と
具
体

的
な
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

「
最
近
、
お
互
い
に
あ
い
さ
つ

の
声
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
」「
意
欲
的
、
元
気
な
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
掛
け
に
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
思
い
や
意
見
も
た
く
さ
ん
出
さ

れ
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
の
要
望
と
し
て
「
ト

イ
レ
に
消
臭
剤
を
置
い
て
ほ
し

い
」「
部
活
動
の
終
わ
る
時
間
を

七
時
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

楽しかった釣り大会

初
め
て
参
加
し
た
お
母
さ
ん

も
、
釣
り
の
面
白
さ
に
す
っ
か
り

は
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
、
友
達
同
士
や
親

子
の
触
れ
合
い
が
持
て
、
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

あいさつができ、元
気のいい学校生活が
送れゆうろうか？

みんなぁ、水を大切
にしゆうろうか？ 部活は、けじめを

つけてキビキビと。

元気のいい子どもたち
でいて欲しいですね。

普段は、元気ですよ。
人前に出るとプレッ
シャーが…。

水曜日にあいさつ
運動をしています。

最近トイレが臭いの
で、消臭剤を。
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名
野
川
保
育
所

大
崎
保
育
所

名
野
川
小
学
校

九
月
二
十
五
日
、
運
動
会
を
行

い
ま
し
た
。

よ
し
、
決
ま
っ
た
！
二
、
三
歳

児
の
親
子
競
技
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
な
り
き
っ
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
き
ま
し
た
。
最
後
の
ポ
ー
ズ
も

バ
ッ
チ
リ
。
魔
法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン

ジ
ャ
ー
。 運

　
動
　
会

か
わ
い
く
ダ
ン
ス
。
お
父
さ
ん

と
一
緒
に
踊
っ
た
よ
。
お
父
さ
ん

二
人
が
イ
チ
ゴ
と
レ
モ
ン
に
な
っ

て
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
、
子
ど
も

楽
し
か
っ
た
運
動
会

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

十
月
九
日
は
運
動
会
で
し
た
。

か
け
っ
こ
や
リ
レ
ー
、ダ
ン
ス
、

親
子
競
技
、
鼓
隊
な
ど
絶
好
の
お

天
気
の
中
、
生
き
生
き
と
子
ど
も

た
ち
は
頑
張
り
ま
し
た
。

保
護
者
競
技
は
楽
し
い
内
容
で

力
が
入
り
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
練
習
を
重
ね
た
親
子
の
ダ

ン
ス
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
で
は
、

お
父
さ
ん
が
扮
（
ふ
ん
）
し
た
マ

ツ
ケ
ン
さ
ん
や
腰
元
ダ
ン
サ
ー
ズ

が
花
を
添
え
、
華
や
か
な
ダ
ン
ス

で
運
動
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
、
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鼓
　
隊

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ

十
月
六
日
、
伊
野
南
小
学
校
の

梶
原
正
仁
校
長
先
生
に
書
写
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

学
年
一
時
間
ず
つ
、
子
ど
も
県
展

の
課
題
に
つ
い
て
丁
寧
な
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

低
学
年
は
硬
筆
の
と
め
・
は

ね
・
は
ら
い
な
ど
に
気
を
つ
け
て

正
し
い
字
を
書
く
こ
と
を
習
い
ま

し
た
。
梶
原
先
生
の
リ
ズ
ム
の
あ

る
無
駄
の
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か

ん
だ
指
導
に
、
子
ど
も
た
ち
は
ぐ

ん
ぐ
ん
引
き
込
ま
れ
、
四
十
五
分

間
集
中
し
て
練
習
し
て
い
ま
し

た
。高

学
年
は
「
字
く
ば
り
」
を
目

標
に
お
習
い
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
一
枚
ご
と
に
目
標
を
持

ち
、
真
剣
に
書
い
て
い
き
ま
す
。

筆
を
握
る
た
び
、
み
る
み
る
上
手

に
な
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
見

て
、
参
観
し
て
い
た
教
師
は
感
動

し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

そ
の
後
の
教
師
の
学
習
会
で
は

「
毛
筆
は
毛
筆
で
終
わ
る
の
で
は

な
い
。
硬
筆
に
つ
な
が
る
一
手
段

と
し
て
毛
筆
を
と
ら
え
る
べ
き

上
手
に
書
け
た
よ
！

梶
原
先
生
あ
り
が
と
う

だ
」
と
毛
筆
に
対
す
る
基
本
的
な

こ
と
も
お
習
い
し
ま
し
た
。

一
日
中
た
っ
ぷ
り
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
職
員
も
指

導
方
法
の
改
善
に
つ
な
が
る
絶
好

の
機
会
を
得
た
と
、
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
ん
な
機
会
を
持
ち
、
指

導
力
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

梶原先生に指導を受ける児童

大
崎
小
学
校

努
力
・
根
性
・
友
情
…
こ
れ
が

本
年
度
大
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
し
た
。

こ
の
合
言
葉
の
下
、
全
校
児
童

七
十
七
人
の
一
人
一
人
が
懸
命
に

走
り
、
競
い
合
い
つ
つ
仲
間
と
の

連
帯
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
保
護

者
や
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い

運
　
動
　
会

マジレンジャー

お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身お父さんがイチゴとレモンに変身
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を
、
競
技
や
声
援
を
通
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

六
年
生
に
と
っ
て
は
小
学
校
最

後
の
運
動
会
、
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

全力で頑張った運動会

山
田
　
　
拓

百
メ
ー
ト
ル
走
の
時
は
、
ほ
っ

ぺ
た
の
肉
や
腹
の
肉
が
ブ
ル
ン
ブ

ル
ン
ゆ
れ
た
。
時
々
自
分
で
肉
が

ゆ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。
で
も
気

に
せ
ず
走
っ
た
。
Ｙ
君
の
お
母
さ

ん
が
大
き
な
声
で
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
。
ち
ょ
っ

と
は
ず
か
し
か
っ
た
。
ぼ
く
の
お

父
さ
ん
は
ビ
デ
オ
を
と
り
な
が
ら

応
援
し
て
く
れ
た
。
み
ん
な
の
期

待
に
こ
た
え
る
た
め
に
一
生
懸
命

走
っ
た
。

井
上
明
日
香

閉
会
式
。
赤
199
点
、
白
209
点
で

白
が
優
勝
し
た
。く
や
し
か
っ
た
。

吾
川
中
学
校

で
も
、
や
れ
る
こ
と
は
全
部
や
り

と
げ
た
か
ら
思
い
残
す
こ
と
は
何

も
な
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
と

い
う
気
持
ち
が
、満
ち
あ
ふ
れ
た
。

そ
の
時
見
た
空
は
、
青
く
て
、

と
て
も
広
く
感
じ
ら
れ
た
。

子
ど
も
の
文
化
浴
事
業

〜
音
楽
は
　
メ
ロ
デ
ィ
　

リ
ズ
ム
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜

十
月
七
日
、
吾
川
中
学
校
体
育

館
を
会
場
と
し
て
「
子
ど
も
の
文

化
浴
事
業
　
〜
音
楽
は
　
メ
ロ
デ

ィ
　
リ
ズ
ム
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
の
フ
ロ
ア
に
さ
ま
ざ
ま

な
楽
器
が
並
べ
ら
れ
、
日
本
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
四
人
の
音
楽
家

に
よ
り
「
カ
ル
メ
ン
」「
ト
ル
コ

行
進
曲
」
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
や
、
楽
し
い
楽
器
の
紹
介
な
ど

が
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。ピ

ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
織
り

な
す
美
し
い
調
べ
に
、
小
学
一
年

生
か
ら
大
人
ま
で
二
百
人
あ
ま
り

の
観
客
は
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

演奏の様子

池
川
保
育
園

運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た

演
奏
会
終
了
後
、
観
客
を
代
表

し
て
吾
川
中
学
校
三
年
生
の
片
岡

千
穂
さ
ん
が
次
の
よ
う
な
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

「
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
い
で

く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
格
的
な
楽
器
の
演
奏

を
こ
ん
な
近
く
で
聴
く
の
は
初
め

て
で
し
た
。
演
奏
は
迫
力
が
あ
っ

て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
楽
器

の
演
奏
や
、音
楽
の
話
を
聴
い
て
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
今
日
は
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

い
つ
ま
で
も
心
の
中
で
余
韻
の

鳴
り
響
く
、
本
物
の
芸
術
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
た
、
素
敵
な
秋
の

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

池
川
幼
稚
園

カンポックリ よーい、ドン！

運
　
動
　
会

十
月
十
五
日
、
雨
天
の
た
め
運

動
会
を
町
民
体
育
館
で
行
い
ま
し

た
。園

児
の
家
族
を
含
め
百
五
十
人

以
上
の
方
々
が
見
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ゼ
ロ
歳
児
は
「
親
子
で
果
物
狩

り
」、
一
歳
児
は
一
本
橋
な
ど
の

「
障
害
物
競
争
」、
二
歳
児
は
「
カ

ン
ポ
ッ
ク
リ
」、
三
歳
児
は
「
天

狗
ゲ
タ
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
競

技
を
し
て
楽
し
み
、
参
加
者
か
ら

は
盛
ん
に
歓
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

マツケンサンバ

十
月
二
日
に
、
運
動
会
を
行
い

ま
し
た
。

四
・
五
歳
児
は
五
種
目
に
参
加

し
、
そ
の
中
で
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン

バ
Ⅱ
」
を
踊
り
ま
し
た
。

着
物
に
か
つ
ら
姿
、
手
に
は
銀

色
の
棒
を
持
ち
、
元
気
い
っ
ぱ
い

華
や
か
に
踊
る
子
ど
も
た
ち
を
見

て
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
練
習
を
し
て
き
た
子

ど
も
た
ち
は
「
か
わ
い
い
！
」

「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
、
照
れ
な
が
ら
も
大
満
足
の

表
情
で
し
た
。
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池
川
中
学
校

ふ
た
ば
保
育
所

長
者
保
育
所

池
川
小
学
校

大
運
動
会

４
・
５
・
６
年
生
の
ダ
ン
ス

「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」

十
月
二
日
、
晴
天
の
下
、
池
川

幼
稚
園
と
池
川
小
学
校
の
大
運
動

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
園
児
八
十
三
人
が
赤
白
に

分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。幼

稚
園
の
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ

Ⅱ
」
、
一
・
二
・
三
年
生
の

「M
ickey!

」、
四
・
五
・
六
年
生

の
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
の
ダ
ン
ス

に
は
、
大
き
な
拍
手
が
お
こ
り
ま

し
た
。
ま
た
親
対
子
の
競
技
で
は

真
剣
勝
負
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習

最
終
競
技
ま
で
も
つ
れ
た
こ
と

し
の
結
果
は
、
277
対
273
で
二
年

連
続
白
組
が
勝
ち
ま
し
た
。
み
ん

な
最
後
ま
で
本
当
に
頑
張
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
皆

さ
ん
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

郵便局での体験学習

中
学
生
は
、
心
身
共
に
大
き
く

成
長
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
大
切
な
時
期
に
地
域
の
中

で
学
び
育
つ
と
い
う
自
覚
を
も
っ

て
生
活
す
る
こ
と
は
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
の
重
要
な
精
神
的

な
土
台
づ
く
り
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
学
校
で
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
働
く
方
々

と
出
会
い
、
触
れ
合
い
や
活
動
を

通
し
て
一
人
一
人
が
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
の
生
き

ドラゴンカヌー

運
　
動
　
会

方
を
発
見
す
る
よ
う
に
支
援
す
る

た
め
職
場
体
験
学
習
を
設
け
て
い

ま
す
。

短
い
期
間
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

秋
の
遠
足

カ
ツ
オ
の
た
た
き
作
り
、
カ
ヌ

ー
な
ど
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
で
は
紅
白
に

分
か
れ
て
の
競
争
、
熱
の
入
っ
た

戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

須
崎
市
教
育
委
員
会
の
方
々
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

十
月
二
日
、
別
府
小
学
校
と
合

同
で
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
高
の
お
天
気
と
、
た
く
さ
ん

の
声
援
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は

練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
、
そ
れ

かわいい旗を持って元気に行進 鼓隊が元気に演奏

運
　
動
　
会

ぞ
れ
の
年
齢
で
成
長
ぶ
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元気いっぱい！楽しかった運動会

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
や
っ
た

ら
で
き
た
ね
」。
一
歳
児
か
ら
五

歳
児
ま
で
の
園
児
と
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
楽
し
く

に
ぎ
や
か
な
和
気
あ
い
あ
い
の
仲

良
し
運
動
会
。

最
後
に
、
毎
年
恒
例
で
子
ど
も

た
ち
の
夢
と
希
望
が
い
っ
ぱ
い
に

膨
ら
ん
だ
風
船
を
秋
の
空
に
飛
ば

し
ま
し
た
。

後
日
、
何
と
遠
い
遠
い
徳
島
や

和
歌
山
、
大
阪
か
ら
「
風
船
が
飛

ん
で
き
た
よ
」
と
う
れ
し
い
お
手

紙
が
届
き
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
で
し
た
。
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仁
淀
高
校

別
府
小
学
校

長
者
小
学
校

仁
淀
中
学
校

運
　
動
　
会

十
月
二
日
に
、
別
府
小
学
校
と

ふ
た
ば
保
育
所
の
運
動
会
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
の

姿
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。小

学
校
で
の
最
後
の
運
動
会
に

取
り
組
ん
だ
六
年
生
は
、
練
習
か

ら
当
日
ま
で
力
一
杯
頑
張
っ
て
、

下
級
生
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

六
年
　
大
野
　
柚
依

も
う
今
年
で
小
学
生
と
し
て
運

動
会
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
と
、
ど
の
競
技
に
も
自
然
に
力

が
入
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
だ
っ

た
分
だ
け
、
勝
っ
た
と
き
に
は
う

れ
し
い
け
ど
、
負
け
た
と
き
に
は

く
や
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

や
り
と
げ
た
達
成
感
と
い
う
の
も

あ
り
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、
伝

統
競
技
の
一
輪
車
で
一
カ
月
前
に

な
っ
て
も
乗
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
グ
ラ

ン
ド
一
周
し
た
と
き
は
と
て
も
う

れ
し
く
て
、
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た
。

六
年
　
大
野
　
和
音

わ
た
し
が
心
に
残
っ
た
の
は
、

南
中
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。
も
う
力
い

っ
ぱ
い
こ
め
て
踊
っ
た
の
で
、
出

ギ
ャ
ク
テ
ン
し
た
運
動
会

る
と
思
わ
な
か
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル

ま
で
出
ま
し
た
。
す
ご
く
疲
れ
て

い
た
け
ど
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

家
に
帰
っ
て
も
、
お
母
さ
ん
が
、

「
今
年
の
踊
り
は
、
一
番
今
ま
で

で
よ
か
っ
た
で
。
組
体
操
や
る
よ

り
ず
っ
と
良
か
っ
た
。」
と
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
踊
っ

た
踊
り
で
少
し
の
人
で
も
元
気
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

十
月
二
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
運

動
会
を
行
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
運
動
会
の
様
子
を

作
文
と
絵
で
紹
介
し
ま
す
。

三
年
　
岩
本
あ
か
り

今
日
は
、
大
運
動
会
で
す
。
わ

た
し
は
赤
組
で
す
。

一
番
さ
い
し
ょ
は
赤
組
の
応
え

ん
が
っ
せ
ん
で
す
。
応
え
ん
歌
や

友
情
団
結
を
大
き
な
声
で
歌
っ
た

り
、
大
き
な
声
を
出
し
た
の
に
、

白
組
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、「
く
や
し
い
。」
と
思

い
ま
し
た
。

一
番
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、

長
者
け
い
り
ん
で
す
。
け
ど
そ
れ

も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

1年　西森　みか

1年　西森ゆうや

体
育
祭
開
か
れ
る

さ
い
後
に
は
赤
白
対
抗
リ
レ
ー

を
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
さ
い
後

の
競
技
だ
か
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
走

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ン
カ
ー
に
か
わ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
組
は
、
一
番

で
し
た
。
ボ
ウ
シ
の
赤
は
、
さ
い

し
ょ
は
、
三
番
だ
っ
た
け
ど
ぬ
い

て
、
二
番
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
ご
の
さ
い
点
は
、
赤
が
勝

ち
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

九
月
二
十
五
日
、
体
育
祭
が
雲

一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
生
徒
会
長
を
先
頭

優勝した紅組

に
昨
年
優
勝
の
白
組
、
そ
し
て
紅

組
の
選
手
が
入
場
行
進
を
し
ま
し

た
。
体
育
委
員
の
開
会
宣
言
に
始

ま
り
、「
気
炎
万
丈
」
の
体
育
祭

テ
ー
マ
の
実
現
に
向
け
て
、
全
校

生
徒
六
十
二
人
が
紅
白
に
分
か
れ

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

生
徒
の
種
目
だ
け
で
な
く
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
種
目
の
綱
引
き
で
は
男
子
チ

ー
ム
が
団
結
し
て
女
子
チ
ー
ム
を

圧
倒
し
ま
し
た
し
、
糸
巻
き
リ
レ

ー
で
は
さ
す
が
経
験
の
差
が
出
て

敬
老
チ
ー
ム
が
一
位
に
な
り
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
最
初
の
百
r
走
に

始
ま
り
、
最
後
の
紅
白
対
抗
リ
レ

ー
ま
で
、
競
技
や
係
の
仕
事
、
応

援
な
ど
に
精
い
っ
ぱ
い
に
動
い
て

い
ま
し
た
。

こ
と
し
の
体
育
祭
は
昨
年
以
上

に
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
に
な
り
、

熱
戦
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
団

結
が
感
じ
ら
れ
る
体
育
祭
と
な
り

ま
し
た
。
結
果
は
紅
組
が
勝
ち
、

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
日
体
験
入
学
に

多
く
の
中
学
生
が
参
加

こ
と
し
も
多
く
の
ご
来
賓
・
保

護
者
・
地
域
の
方
々
や
湖
水
園
の

ご
参
加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

二
十
八
種
目
の
全
種
目
を
無
事
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
、
中
学
生
の
一

日
体
験
入
学
を
十
月
十
二
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

中
学
生
が
進
路
を
決
定
す
る
前

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を

知
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
全
県
立

高
等
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
中
学
生
・
教
員
・
保
護
者

の
皆
さ
ん
四
十
四
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

学
校
概
要
の
説
明
の
後
、
施
設

見
学
、
授
業
参
観
を
行
い
、
二
班

に
分
か
れ
て
理
科
と
地
歴
公
民
科

の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

理
科
は
「
き
み
も
錬
金
術
士
に

な
ろ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
に
、
銅
線
で
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
マ

ー
ク
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
り
、
沸
騰
し
た
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
に
入
れ
、

銀
色
に
亜
鉛
メ
ッ
キ
し
た
後
、
洗
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池川自然学園だより
「秋の風」園長　宇賀孝敏

浄
・
加
熱
し
金
色
に
変
え
る
と
い

う
体
験
学
習
で
し
た
。

理科の体験学習

高
等
学
校
で
勉
強
す
る
「
イ
オ

ン
化
傾
向
」
の
学
習
を
実
験
で
確

か
め
る
も
の
で
す
が
、
銅→

銀→

金
と
次
々
に
変
化
す
る
金
属
の
色

に
、
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

地
歴
公
民
科
の
学
習
は
「
市
町

村
合
併
〜
仁
淀
川
町
の
発
足
〜
」

と
題
し
て
、
全
国
規
模
で
進
ん
で

い
る
平
成
の
大
合
併
に
つ
い
て
、

高
知
県
に
お
け
る
合
併
状
況
、
要

因
と
い
き
さ
つ
を
例
に
挙
げ
て
分

か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り
、
仁
淀

川
町
に
お
け
る
、
史
跡
・
郷
土
芸

能
の
説
明
も
あ
り
、
皆
さ
ん
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
本

校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

も
、
仁
淀
川
町
の
郷
土
歴
史
を
探

厳
し
か
っ
た
夏
の

暑
さ
も
遠
の
き
、
自

然
学
園
で
生
活
を
送

っ
て
い
る
職
員
や
留

学
生
に
は
、
郷
里
で

味
わ
う
こ
と
の
な
い
、

山
村
の
四
季
の
流
れ

を
感
じ
ら
れ
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

日
差
し
の
中
か
ら

流
れ
込
ん
で
く
る
涼

し
い
「
風
」
は
、
将

来
出
会
う
秋
の
静
け
さ
と
、
今
に

昔
の
思
い
を
寄
せ
る
自
然
か
ら
の

目
に
見
え
な
い
贈
り
物
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
か
ら
十
一
年
前
の
十
一
月

は
、
自
然
学
園
創
設
者
（
初
代
園

長
）
鈴
木
康
正
氏
が
ご
逝
去
を
さ

れ
た
月
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
は
、
池
川
地
区
の
安
居

渓
谷
の
紅
葉
は
み
ご
と
な
色
合
い

を
見
せ
、
訪
れ
た
方
々
も
多
く
、

鈴
木
園
長
婦
人
は
、
園
長
の
容
態

を
気
に
し
な
が
ら
も
、
同
窓
生
を

安
居
渓
谷
へ
案
内
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

鈴
木
康
正
先
生
は
、
旧
池
川
町

出
身
で
、
長
い
教
員
生
活
の
経
験

を
通
し
て
決
意
さ
れ
た
の
は
「
人

生
の
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自

立
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

社
会
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
返
し

を
し
た
い
」
と
、
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

現
在
の
自
然
学
園
の
敷
地
は
約

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
、
学

園
設
立
に
あ
た
り
鈴
木
先
生
は
、

五
十
人
近
い
地
権
者
の
方
々
を
訪

れ
、
学
園
設
立
の
ご
理
解
や
協
力

を
願
い
、
現
在
の
土
地
を
自
費
に

て
購
入
さ
れ
、
旧
池
川
町
に
寄
贈

さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

「
昔
、
仙
人
は
山
に
こ
も
っ
て

修
行
を
し
た
。
社
会
や
学
校
に
な

じ
め
な
い
で
い
る
子
ど
も
た
ち
が

心
の
平
和
を
保
つ
に
は
、
自
然
の

中
が
一
番
だ
。
自
然
の
中
へ
返
し

て
や
っ
た
ら
、
自
然
の
感
性
を
取

り
戻
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
、
満
面
の
笑
み
で
話
し
を

し
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。自

然
の
法
則
は
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
仁
淀
川
町
の
山
間

で
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
心
の
中
に
芽
生
え
よ
う

と
し
て
い
る
感
謝
や
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
、
秋
風
と
と
も
に
感
じ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

建
設
当
時
の
自
然
学
園

突
然
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ

た
と
き
、
私
た
ち
は
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財

産
を
奪
っ
た
平
成
七
年
一
月
十
七

日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、

国
内
で
は
幾
度
と
な
く
大
き
な
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
い
ず

れ
の
地
震
で
も
、
転
倒
し
た
家
具

や
落
下
物
な
ど
に
つ
ま
ず
い
て
転

倒
し
た
り
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど

を
踏
ん
で
け
が
を
さ
れ
る
方
が
多

く
い
ま
し
た
。

地
震
時
の
行
動
に
つ
い
て

・
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
素
早
い
消
火
と
火
の
始
末
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

・
門
や
壁
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

・
家
具
類
や
冷
蔵
庫
の
転
倒
・
落

地
震
に
備
え
て

求
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、在
校
生
と
の
懇
談
会
、

部
活
動
見
学
と
い
う
日
程
で
半
日

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
仁
淀
高
校

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
「
理

科
の
実
験
が
非
常
に
楽
し
か
っ

た
。
社
会
科
は
地
域
の
こ
と
が
よ

く
分
か
る
話
だ
っ
た
」「
先
輩
も

後
輩
も
仲
良
く
で
き
て
、
よ
い
思

い
出
の
作
れ
る
学
校
だ
し
、
授
業

も
分
か
り
や
す
い
学
校
」「
親
し

み
の
持
て
る
、地
域
唯
一
の
学
校
」

と
い
う
よ
う
な
う
れ
し
い
感
想
を

い
た
だ
き
、
本
校
の
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
も
励
み
と
な
る
一
日
で
し

た
。
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下
防
止
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
消
火
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
非
常
用
品
を
備
え
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
避
難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
け
が
の
防
止
策
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〈
例
〉
地
震
の
と
き
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
な
ど
が
床
な
ど
に
散
乱

す
る
と
素
足
で
は
け
が
を
す

る
の
で
、
寝
室
な
ど
に
ス
リ

ッ
パ
や
靴
を
準
備
し
て
お

く
。

非
常
用
品
に
つ
い
て

両
手
が
使
え
る
よ
う
に
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
避
難
時
に
必
要

な
も
の
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。飲

料
水
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
衣

類
・
履
き
物
・
食
料
品
（
非
常

食
）
・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
・

貴
重
品
・
懐
中
電
灯
・
救
急
セ

ッ
ト
・
筆
記
用
具
・
雨
具
（
防

寒
）
・
テ
ｲ
ッ
シ
ュ
な
ど

救
急
（
病
院
紹
介
）
の
問
い
合
わ

せ
高
吾
北
消
防
署
　

@
２
６
・
２
１
１
１

仁
淀
川
分
署

@
３
５
・
０
０
１
７
　

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ
�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
と
お
知
ら
せ

第
23
回
吾
川
地
区

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
月
十
二
日
、
町
民
運
動
場
で

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
か
ら
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
秋
晴
れ
の
下
、
全
チ

ー
ム
総
当
た
り
の
合
計
十
五
試
合

が
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

得
失
点
差
に
よ
る
順
位
は
次
の

通
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
桜

準
優
勝
　
中
津

第
三
位
　
三
葉

敢
闘
賞
　
加
枝
ニ
コ
ニ
コ
会

桜
チ
ー
ム

第
14
回
世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
第
23
回
個
人
戦
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

十
月
十
日
体
育
の
日
に
、
恒
例

の
個
人
戦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と

世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

(

主
催
・
吾
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団)

が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

者
と
吾
川
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
秋
空
の
下
、
試
合
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

大会参加者

第
14
回
世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
結
果

優
　
勝
　
片
岡
　
隆
チ
ー
ム

準
優
勝
　
竹
内
　
亀
吉
チ
ー
ム

第
三
位
　
吉
田
　
義
則
チ
ー
ム

第
23
回
個
人
戦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
表
彰
者

優
　
勝
　
鎌
倉
シ
ゲ
子

準
優
勝
　
小
�

生
子

第
三
位
　
大
野
　
泰
三

第
10
回
仁
淀
体
育
会
長
杯
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会

十
月
十
四
日
、
仁
淀
中
学
校
体

育
館
を
会
場
に
、
中
学
生
か
ら
大

人
ま
で
十
チ
ー
ム
、
二
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
西
森
　
弘
毅（
中
二
）

西
森
　
弘
和（
中
二
）

準
優
勝
　
　
鈴
木
由
美
子

掛
水
　
大
地（
中
三
）

第
三
位
　
　
大
窪
　
征
勝

大
窪
　
節
子

☆
大
会
の
お
知
ら
せ

（
仁
淀
地
区
）

冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
　
十
一
月
十
七
日
（
木
）

午
後
六
時
四
十
分
集
合

場
所
　
仁
淀
中
学
校
体
育
館

第
23
回
川
渡
フ
ニ
ガ
淵
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
十
二
月
四
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
川
渡
地
区
Ｇ
Ｂ
場

※
両
大
会
と
も
申
し
込
み
締
め
切

り
は
大
会
四
日
前
ま
で

※
町
内
外
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
先

仁
淀
教
育
事
務
所

@
３
２
・
１
０
４
１

I
３
２
・
２
８
１
１
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１０月１６日、秋晴れの下、第１回池川地区運動会が約５００人の参加で盛大に開催されました。
地区を８つの組に分けて、幼児、小・中学生からお年寄りまでが競技に参加し、和気あいあいに楽しみながら気

持ちの良い汗を流しました。

池川幼稚園児の踊り池川小学校マーチング演奏

開

会

式

綱引き
ゴール！

力走！

表

彰

式

成績は次の通りです。選手の皆さん、

応援の皆さん、お疲れさまでした。

1位　池下（下土居・竹ノ谷・北浦）

2位　大野・椿山

3位　大西

第1回池川地区運動会�

「仁淀川町議会議員選挙」および
「仁淀川町農業委員会委員選挙」のお知らせ

仁淀川町議会議員選挙は、平成18年1月17日告示、平成18年1月22日投票日です。
◎議員の定数は12人で、この初回選挙に限り、旧吾川村、旧仁淀村、旧池川町でそれぞれ
定数４人の選挙区が設けられています。

◎仁淀川町議会議員の選挙における選挙区および各選挙区において選挙すべき議員の数は次
のとおりです。

仁淀川町農業委員会委員選挙は、平成18年1月9日告示、平成18年1月14日投票日です。
◎仁淀川町農業委員会の選挙による委員の定数は１8人です。（農業委員会委員選挙は、選
挙区はありません）

◎農業委員会委員選挙は、通常の選挙（町長選挙や知事選挙など）と選挙権等の取り扱いが
異なっていますのでご注意ください。
・平成１７年３月３１日に確定した農業委員会委員選挙における選挙人名簿に登録されて
いる方が選挙できます。（名簿は合併前に調整されたものです）

※分からないことがありましたら、お気軽に仁淀川町選挙管理委員会（@35・0111）にお問い
合わせください。
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こんにちは！�
　　　保健師で～す�

皆さんの歯は
元気ですか？

十
一
月
八
日
は「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
現
在
、
厚
生
労
働
省
や
日

本
医
師
会
で
は
、
八
十
歳
に
な
っ

て
も
二
十
本
は
自
分
の
歯
を
残
す

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
「
８
０
２

０
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は
虫
歯

と
歯
周
病
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
日

ご
ろ
か
ら
歯
と
歯
茎
の
手
入
れ
を

心
掛
け
て
い
れ
ば
、
十
分
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
仁
淀
川
町
で
は
、
一
歳

六
カ
月
児
健
診
・
三
歳
児
健
診
で

虫
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
素
塗
布

を
、
保
護
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
実

施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
で
も
自
分
の
歯
が
二
十
本

残
っ
て
い
れ
ば
、
普
通
の
食
事
が

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
も
十

分
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
保
護
者
・
本
人

の
努
力
、
そ
し
て
定
期
的
な
歯
科

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
と
し
十
月
十
一
日
に
三
歳
児

健
診
を
行
い
ま
し
た
。
虫
歯
ゼ
ロ

の
元
気
な
お
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

鎌倉大和君（大崎） 片岡久也君（川口）

堀本孝太郎君（下土居） 岩本侑志君（大崎） 福原樹希也君（田村） 倉橋さくらちゃん（石井野） 井上もえちゃん（岩丸） 堅田実李君（宮ヶ坪）

国
民
年
金
だ
よ
り

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す所

得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
十
七
年
分
の
所
得
の
申

告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

際
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
一
月

か
ら
九
月
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納

付
見
込
額
を
記
載
し
た
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
十
一
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

際
に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
平
成
十
七
年
十
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
本
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
証
明

書
の
発
送
は
平
成
十
八
年
二
月
上

旬
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
の
証
明
書
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
証
明
書
表
面
に
記

載
さ
れ
た
問
い
合
わ
せ
先
に
お
願

い
し
ま
す
。

証
明
書
や
領
収
証
書
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
６
日
（
日
）
か
ら
12
日
（
土
）

は
「
年
金
週
間
」
で
す

・
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

十
一
月
七
日
（
月
）
か
ら
十
一

日
（
金
）
ま
で
の
五
日
間
と
、
十

四
日
（
月
）
は
、
社
会
保
険
事
務

所
で
の
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を

午
後
七
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

・
休
日
の
年
金
相
談

十
一
月
六
日
（
日
）
と
十
二
日

（
土
）
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。通

常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

@
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７
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万引きは立派な犯罪です！

高齢者の万引き特徴
お総菜や生活必要品などを万引

しているケースが多い。

受付業務
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常

火葬業務
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
平　　常
休　　み
休　　み
休　　み
平　　常

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日
12月31日
１月１日
１月２日
１月３日
１月４日

・清掃センター（ごみ処理場）
毎年１２月２９・３０・３１日は大変混み合いますので、清掃センターへ直接搬入される方のごみついて

は、分別した状態で早めに持ち込んでください。

・衛生センター（し尿処理場）
年末年始のし尿のくみ取りは、１２月２９日（木）で終了し、１月４日（水）から開始します。
年末は特にくみ取りの申し込みが殺到し、くみ取りが不可能になることが予測されますので、でき

れば１１月中、遅くても１２月５日（月）までには業者へ申し込んでください。

年末年始の業務について
清掃センター・衛生センター・高吾苑

清掃センター
受付時間

8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～16：00
休　　　　　み
休　　　　　み
休　　　　　み
8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～16：00
8：30～12：00
休　　　　　み
休　　　　　み
休　　　　　み
8：30～16：00

衛生センター
受付時間

平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
平　　　　　常
休　　　　　み
休　　　　　み
休　　　　　み
休　　　　　み
休　　　　　み
平　　　　　常

高　吾　苑
月　　日 曜日

衛生センターからのお知らせ

衛生センターで発生する堆肥（たいひ）
を利用したいが、休日でももらえるのか、
といった問い合わせをいただきます。
休日の場合でもストックしている分が

ありますのでご利用いただけますが、ス
コップなどで自分で車に積み込んでいた
だくようになります。
平日であれば、バンカーから直接ダン

プ（２㌧可）などに積み込むことができ
ます。
問い合わせ先

高吾北衛生センター
@２６・０３０５

地域安全アドバイス�
＊＊＊佐川警察署内・高吾北地区地域安全協会 @22-0560＊＊＊�

万引きは立派な犯罪です！
皆さんはご存じでしょうか？万引きは窃盗罪という犯罪になり、

１０年以下の懲役と刑法第235条で定められています。

佐川警察署では、左の円グラフを見ても分
かるように、万引きをした人のうち、６５歳
以上の高齢者が３３％と１０代の２０％より
多いのが現状です。

万引きが見つかってしまい、品物を返しお金を払っ
たとしてもドロボウに代わりはありません。
軽い気持ちでやってしまい、家族を悲しませたり、

迷惑をかけないよう自分の行動に責任を持ちましょう。

未成年の万引き特徴
お菓子やジュースなどを万引し

ているケースが多い。

10代�
20％�

20代～65歳�
　未満�
　34％�

65歳以上�
　33％�

10代未満�
　13％�

佐川警察署の万引き年齢別�
　　　　　               　 （H17.1-9）�
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寄付のお礼

広報発行に対し、

安達美知子さん（和歌山県那賀郡）

池畠　清敏さん（河内長野市）

池畠　隆雄さん（伊丹市）

伊藤　友子さん（高知市）

伊藤　直彰さん（岡山市）

植木　初女さん（奈良県桜井市）

岡本　庫美さん（高知市）

岡本　豊春さん（松山市）

小川　由咲さん（名古屋市）

川上　小米さん（高知市）

竹本　宗雄さん（東京都豊島区）

谷脇　　勇さん（松山市）

谷脇　岩祐さん（高知市）

中平　正二さん（愛知県碧南市）

平井美津子さん（佐川町）

からご寄付をいただきました。

ご芳志をありがたくお受けし、広報発行に

役立たせていただきます。

ありがとうございました。

仁淀川町役場

投稿をお待ちしています�
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薮
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荒
木
　
青
踏

い
つ
か
ら
か
独
り
寝
台
風
十
四
号

河
渕
喜
代
美

敗
戦
日
吾
は
た
っ
た
の
二
等
兵

鎌
倉
い
ち
い
ち

腹
痛

は
ら
い
たの
お
さ
ま
り
し
ご
と
台
風

し
け
の
去
る

尾
崎
　
幸
野

碾ひ

き
臼
は
祖
か
ら
の
も
の
野
分
跡

高
橋
　
房
子

を
打
て
ば
小
さ
き
命
か
な

井
上
　
美
智

荒
畑
を
独
り
で
刈
り
ぬ
鰯
雲

結
城
　
華
子

悔
残
る
ギ
ブ
ス
の
足
や
冷
奴

片
岡
代
美
子

首
振
ら
ぬ
ひ
と
り
暮
し
の
扇
風
機

小
崎
　
千
恵

秋
扇

あ
き
お
う
ぎひ

ら
け
ば
母
の
匂
ひ
か
な

藤
原
　
竹
子

久
び
さ
に
空
家

あ
き
や
の
灯
る
盆
三
日

高
橋
　
幸
恵

実
ば
か
り
と
な
り
し
柿
の
木
し
け
の
後

岡
林
　
鶴
子

半
死

は
ん
じ
に
の
蚊
を
ペ
ン
先
に
開
票
日

尾
崎
マ
チ
エ

青
と
言
ふ
色
に
も
気
品
ひ
つ
じ
草

藤
原
千
加
寿

庭
木
に
も
明
る
さ
暗
さ
晩
夏
か
な

荒
木
　
路
子

な
ま
く
ら
な
包
丁
で
裂
く
鮎
の
腹

市
川
　
千
秋

秋
め
く
や
僧
が
も
て
な
す
遍
路
宿

植
田
　
秋
恵
　

野
仏
に
栗
を
抱
か
せ
て
戻
り
け
り

片
岡
　
俊
枝
　

た
て
が
み
に
こ
す
も
す
挿
し
て
園

の
馬
車

川
内
登
美
子

道
草
を
す
る
児
ら
減
り
し
栗
笑
ふ

川
上
　
純
子
　

先
祖
の
名
孫
に
教
え
る
秋
彼
岸
　

古
味
　
幸
子
　

身
に
入
む
や
厨
の
あ
た
り
夕
間
暮
れ

古
味
　
孝
子
　

う
た
れ
て
も
尚
立
ち
上
る
秋
桜

鈴
木
ふ
み
子
　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
重
ね
敬
老
日
　
　

田
村
　
千
草
　

里
の
名
が
町
に
な
り
た
り
鵙も

ず
猛
る

中
越
　
楠
恵
　

順
番
を
待
ち
て
咲
き
継
ぐ
花
芙
蓉
　

西
森
　
今
子
　

秋
暑
し
待
つ
雨
ほ
ん
の
申
し
訳

松
岡
　
豊
子
　

一
人
居
の
短
か
い
日
記
書
く
夜
長
　

吉
田
豊
之
祐
　

荒
小
屋
の
軒
を
借
り
た
る
零
余
子
蔓

む
か
ご
つ
る

内容　　Ｂ５版　上下巻計2,000ページ
442号から最終号（585号）まで

価格　　上下巻１セット2,000円

池川総合支所住民課で取り扱っています。
郵送をご希望の方は、現金受領後（現金書留）送
料着払いで郵送いたします。

詳しくは池川総合支所住民課までお問い合わせ
ください。

@ ０８８９・３４・２１１１
FAX０８８９・３４・２６８７

※　前回発刊の縮刷版についても、購入されてな
い方は、この機会にお求めいただき、創刊号か
ら最終号までおそろえいただければと思います。
（前回分は上下巻１セット3,000円）

ま
く
な
ぎ



広 報 に よ ど 川 16

☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れて来てください。

仁淀川町行事カレンダー
(１１月・１２月） 吾川地区 池川地区 仁淀地区

日 曜日 行事予定 保健衛生 社協 保健衛生 社協 保健衛生 社協

6 日

7 月
三種混合予防接種
（１１日まで）
健康相談（名野川）

麻しん予防接種
ふれあい喫茶
配食

8 火
生きがいデイサー

ビス（桜）

いきいきデイ

（椿山）

9 水
リハビリ教室

犬と猫の引き取り日
給食 犬と猫の引き取り日

いきいきデイ（瓜生

野） 給食
犬と猫の引き取り日

10 木 デイケア
生きがいデイサー

ビス（津江）

いきいきデイ
（大西・用居）
ふれあい喫茶

健康相談（織合） 給食

11 金 配食 育児相談 配食

12 土 安居地区校友会

13 日

14 月
生きがいデイサー

ビス（田村）

いきいきデイ

（狩山） 配食　

15 火 ままちっち
生きがいデイサー

ビス（下名野川）

16 水 犬と猫の引き取り日
生きがいデイサー
ビス
（上名野川）

離乳食講習会　　　
犬と猫の引き取り日　給食

ウオーキング教室
（別枝上）
犬と猫の引き取り日

17 木
乳児・１歳６カ月児

健診
ふれあい喫茶 巡回診療（沢渡） 給食

18 金 吾川地区文化祭（20日まで） 配食
いきいきデイ

（岩柄） 配食　

健康相談（大植）

合同愛育相談（森）

19 土

20 日 農林まつり（仁淀地区）

21 月
何でも相談　　

ふれあい喫茶 配食

22 火 給食

23 水

24 木 育児相談 給食 巡回診療（別枝） 給食

25 金 配食
いきいきデイ（池

上・池下）配食
健康相談（中宮）

いきいきデ

イ（中宮）

26 土 芸能祭（仁淀地区）

27 日

28 月 犬と猫の引き取り日 犬と猫の引き取り日
ふれあい喫茶
配食

ウオーキング教室（長
者）
犬と猫の引き取り日

29 火
生きがいデイサ

ービス（潰溜）
母子サークル

30 水 リハビリ教室 二種混合予防接種
高血圧栄養教室（川

渡）

1 木
いきいきデイ（舟形）

ふれあい喫茶
健康相談（長者） 給食

2 金 配食 育児相談 配食 健康相談（中ノ瀬）



氏　　　名
掛水　勢子
五藤　義高
岡本　美里
西森健一郎
安部　福義
片岡サトコ
西森　重輝
伊藤　政興
大野　利雄
藤原　　昇
西岡　正春
西森　門惠
片岡　　薫
山�　隆彦
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地区名
湯 ノ 川 上
大 渡
岩 丸
東 村 下
寄 合
五 味
都

宮 ケ 平
桂

安 居 土 居
上土居第二
織 合
遅 越
正 ノ 石

死　亡　日
平成17年7月26日
平成17年9月17日
平成17年9月19日
平成17年9月20日
平成17年9月23日
平成17年9月29日
平成17年9月29日
平成17年9月30日
平成17年10月1日
平成17年10月2日
平成17年10月3日
平成17年10月6日
平成17年10月7日
平成17年10月11日
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都
会
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不
備
な
と
こ
ろ
に
物
や
力

を
補
っ
て
強
く
す
る
こ
と

19

連
続
作
業
を
し
て
い
る
と

き
、
ち
ょ
っ
と
休
む
こ
と

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

第4回 クロスワードパズル

ち
ょ
っ
と
頭
の
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
て
・
よ
こ
の
カ
ギ
を

読
ん
で
片
仮
名
で
答
え

を
書
い
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。（
応
募
方
法

は
自
由
）

あ
て
先

〒
７
８
１
＝
１
５
９
２

仁
淀
川
町
役
場
「
広
報

に
よ
ど
川
」
パ
ズ
ル
係

賞
　
品

正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
三
人
に
図

書
券
を
進
呈
し
ま
す
。

当
選
発
表
　
次
号
広
報

☆
た
て
の
カ
ギ

１

日
本
語
は
石
綿

と
い
う
。
絹
糸

状
光
沢
を
持
つ

白
色
緑
色
の
繊

維
状
鉱
物
。
絶

縁
耐
火
材
料
な

ど
と
し
て
使
用
。

発
が
ん
性
が
あ

る
た
め
使
用
が

規
制
さ
れ
て
い
る

２
　
規
則
の
規
定

３
　
罪
や
悪
事
な
ど
に

対
す
る
こ
ら
し
め

４
　
主
に
常
緑
樹
で
植

え
込
ん
で
造
っ
た

垣
根

５
　
薄
切
り
の
食
パ
ン

を
焼
い
た
も
の

６
　
果
実
。
種
子

８
　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
界

企
業
な
ど
で
、
有
望
な
新

人
や
優
秀
な
人
材
を
引
き

抜
く
こ
と
。
ま
た
そ
の
人

11

特
定
の
人
だ
け
が
使
用
す

る
こ
と

13

人
が
死
ぬ
こ
と

15

礼
儀
正
し
く
教
養
を
備
え

た
品
格
の
あ
る
成
人
の
男

性

17

一
年
の
う
ち
で
、
雨
が
集

中
し
て
降
り
続
く
季
節
・

時
期

18

水
を
多
く
入
れ
て
、
米
を

軟
ら
か
く
炊
い
た
も
の

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１
　
本
業
以
外
の
臨
時
の
仕
事

７
　
衣
類
な
ど
を
入
れ
る
旅
行

か
ば
ん
　
　

９
　
鈴
。
鐘
。
呼
び
鈴
。
電
鈴
　

10

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
な
ど
を
導
く
た
め
の

管
。
ガ
ス
パ
イ
プ

11

石
造
り
の
塔
。
墓
石

12

大
都
市
の
中
心
地

《今月の問題》

住所

年齢

挑戦しよう！　11月22日締め切り

1
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12 13 14 15

16 17 18

19 〈前月号の正解〉

サ
15

イ
9

7

5431 2 6

キア ノ ナ ナ ク サ

ガ ン イ ロ ン

ア ン キ ソ ウ コ

コ ウ ト ウ

イ コ ウ ニ

ン シ ユ ウ カ ン

シ ユ ウ カ ク
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10

11

13 14

16 17

18

・
応
募
者
数

二
十
四
人

・
正
解
者

二
十
三
人

・
当
選
者

橋
本
　
松
子
（
土
居
甲
）

片
岡
　
寿
子
（
寺
村
）

西
田
ひ
ろ
か
（
五
味
）

年齢
86
88
85
80
84
90
88
87
86
60
87
72
92
72

ごめい福をお祈りいたします�
巨大キノコ発見！

大石豊勝さん（本村）が、十月中旬、家の近
くの田んぼの用水路で珍しいキノコ、オニフス
ベを発見し、役場に届けてくださいました。
オニフスベは夏から秋にかけて田畑のあぜ道

や庭先、竹林などに生育する白色でバレーボー
ルのような形をした
キノコです。
大石さんは突然現

れた大きなキノコに、
驚かされたり、少し
気味悪く感じたりし
たそうです。 左は携帯電話※掛水勢子さんにつきましては、掲載が大変遅くなり

ましたことをおわびいたします。
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11
月
号（
№
4
）
�

町の人口・世帯数  平成17年10月1日現在�
 　　　　　　　　　　　　　　   (　 )内は前月比�

　　　　 人　口　7,775人   （－22）　　　�
　　　　 世帯数　3,570世帯（－13）�

　　　�
9月中の届出 

                転入　9人　　 転出　19人　�
                出生　3人　　 死亡　15人�
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氏　名�

細木　点花�

性別�

女�

生年月日�

平成17年7月27日�

保護者�

栄三郎・聡子�

地区名�

下土居�

富士びたいの点花です。お兄ちゃんより大きくなりま
す。よろしく。�

氏　名�

山中　与士�

性別�

男�

生年月日�

平成17年5月26日�

保護者�

正児・千恵子�

地区名�

下土居�

わが家の2人目は待望の男の子です。周りが女の子だら
けだから優しい子になってくれるかな？�
�

あい　と� てん　か�

　10月11日夕方、用居郵便局通用口横の窓ガラ
スに「一枚の柿の葉」らしき物が、くもの巣にで
も引っ掛かったようにありました。�
　翌日見ると通路のコンクリートの上に落ちてい
て、早くも紅葉した葉っぱが落ちていると思い手
を差し伸べたら、動きだしてびっくり！�
　草むらや山の中では、保護色、疑似葉で景色に
溶け込み、見分けがつかないと思います。�
　職員と２人で見詰める中、カメラ目線でサービ
スした後、一転して黄色いハンカチを振り回した
ような羽ばたきで、舞い上がっていきました。�

　１０月１７日の満月では、部分月食（月が影
に入って暗くなる現象）が見られました。�
　欠け始めは午後８時３０分から約１時間。一
番欠けた時刻は９時過ぎでした。�
　写真は鎌倉裕二さん（北川）が自宅で９時ご
ろに撮影たものです。�

生後6カ月くらいまでの赤ちゃんを掲載希望�
の方はご連絡ください。（企画課  @35・1082）�

柿の葉と思いきや生き物！「カレハガ」？ 




